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Interview

真言宗豊山派浄光寺 林 映寿
インタビュー・文=
DIALOGUE TEMPLE
編集長 池谷正明

僧侶インタビューお寺は厳しいところではなく、
楽しめる場所。



主な取り組み

○2019 年に発生した台風 19号を機に設立
○重機ボランティア人材育成と支援活動体験施設
　会場：nuovoパーク（浄光寺から徒歩 3分）

体験型ライフアミューズメントパーク 
「nuovo（ノーボ）」を運営

ではなく、筆遊びやスラックラインといった
場を提供することだけと林は思っている。
　社会が解決出来ない課題に対し、まずやっ
てみる場、そして生き抜く機会を提供するの
がこれからの寺院には大切であると語る林。
学校で身に付く知識ではなく、経験から身に
付く知恵を提供したいと口にする彼は「何を
やっていいかわからない」と悩む子供や若者
に「感動を与えられる人になれ」とアドバイス
しているという。そのために自分が感動する
ものは何かを考え、行動することが大事であ
ると。「今までにない前例のないことに挑戦
し、人々を感動させる。そのことがモチベー
ションになっています」

「前例のないことに挑む」提供するのは、コ
ミュニティと挑戦の機会

　入寺した当初はいかに人を集めようか苦
心した林。彼がこれだけの成果を出せた理
由は、その気持ちを捨てたことだった。自
分が楽しいと思うことをやることで、人が来
ることを理解した林は「制度や前例で決まり
きったことをやるのは、今後やめる」と語る。
　今、林が重視しているのは、檀家のみを
特別扱いしてきたこれまでの寺院ではなく、
出来る限り多くの人に寺院を開放すること
だ。檀家でない人からも相談され、そしてコ
ミュニティの中心に寺院がなっていく。僧侶
である自分のやるべきことは教えを語ること

　二点間に張り渡した専用ラインの上で楽
しむスポーツ・スラックライン。綱渡りを低
く短くして、誰もが楽しめるよう進化したス
ポーツ……といえば想像できるだろうか。
1960年代アメリカで生まれ、日本でも10
年前から注目されているこの話題のスポー
ツの一般法人があるのが人口1万人の町・長
野県小布施町。なんとアジア初のワールド
カップが行われた場所でもある。
　浄光寺の副住職・林映寿（はやし えい
じゅ）は、そんなビックイベント招致の立役
者。さらに彼はこの浄光寺でゲームのプロ
グラミング講座や、綺麗な文字ではなく、ど
んな文字を書いてもいい「筆遊び講座」など
を実施している。「筆遊び講座」に関しては、
オンラインで学べるWeb講座があるなど全
国からの認知度も高い。地方の寺院の多く
は経営が厳しい現代だが、林のユニークな
施策は多くの人の心をつかみ、浄光寺への
訪問者は次 と々増えている。彼はどんな僧侶
なのだろうか。

・・・・・・・・・・

檀家がない。父から引き継いだ難題の解決
策は「楽しむこと」

　林の実家でもある浄光寺は、600年を越
える歴史を持つ寺院でがん封じの祈願寺と
して全国に知られた寺であった。しかし、観
光寺院でない浄光寺は檀家がない状態が続
いていた。地元の放送局のアナウンサーも務
めていた父のもと、何不自由なく育ってきた
林だったが僧侶として生きたい思いから小学
校３年生の時に得度を受ける。竹刀を持っ
て追いかける厳しさも持ちつつ林に対し理解
のある父からの指導のもと、未来の住職へと
成長していった。
　「今は人々がお坊さんのことを偉いという
思ってくれる時代じゃない」。大学時代に恩
師からそんな言葉を投げられ父の跡を継い
だ20代の林は、浄光寺に人を集めるにはど

うすればいいか苦悩していた。「人を集めよう
とするのではなく、人が集まるに変わるべき
ではないか？」
　何か妙案はないか試行錯誤していた林は
ある時、そんな答えに至る。いくら寺院に来
てほしいと言っても、人々にとって寺院は特
別行きたい理由のある場所ではない。しかし
お店のような美味しいもの・楽しいものがあ
る場所には、人々は自然と集まる。ならばそ
の「人が集まる」楽しい場所へと、この浄光
寺を変えようと考えたのだ。
　その目的を果たすためには、「寺院の僧侶
である自分自身が心から楽しそうにしていな
いと、人々は寺院に訪れない」と結論づけ、
自らが楽しんで取り組める施策を実行するこ
とにした。

全国から注目される「筆遊び教室」の始まり
は、殴り書き

　そこでまず本堂でゲームのプログラミング
講座、裏山の竹やぶで竹細工をして水鉄砲
を作るといった「静の施策」・「動の施策」を同
時に実施。子供から大人、カップルまで楽し
める環境を生み出し、興味を引くことに成功
した。
　一方でデジタルの施策よりもアナログの
施策がやりたくなった林はある日、筆と墨で
半紙に『本日、デジタル休業中』と殴り書き
し、朱印処に置いておいた。すると、それを
見た参拝客からこの半紙を買い取りたいと
いう申し出が入ってきた。こんな殴り書きが
売れるのかと新鮮な驚きを感じた林はこの
文書をさらに書き続けるように。すると今度
は、その殴り書きを習いたいという申し出ま
で来るようになった。
　そこで林が始めたのが月一回の「筆遊び教
室」だ。学校教育の正しく文字を書く「書写」
とは違い、跳ねる・止めるなどを気にせずに
自由に書く・むしろ紙以外のものに書いても
いい「書くことを楽しむ」教室だ。
　五人の生徒から始めたこの講座が、徐々
に人気が出てきたある日、距離的に通えな
いから、通信講座を開いてほしいという注文
が林の元に届く。依頼者の連絡先はなんと
沖縄県・宮古島からだった。想定外の事態に
驚きつつ要望に対応するため、映像を制作
しDVDによる通信講座を始めた林だったが、
さらに同一人物から再度問い合わせが来た。
「実は自分は、宮古島で子供たちに書を教え
ている書道の師範です。一人の子供が字を
間違えたことで親に叱られているのを見て心
が痛んだことがあり、その体験から筆遊びの
ようなものを教えたいと思うようになりまし
た。ぜひ筆遊び教室の宮古島分校を作らせ
てください」
　その申し出を聞いた林は実際に宮古島に
来訪、対面したその師範と共に分校を完成
させた。のちに石川県金沢市、茨城県筑西
市、栃木県日光市にも作り、筆遊び教室の
知名度は上がるようになったという。

世界チャンピオンを生んだ「スラックライ
ン」。その理由は、楽しむこと
　
　筆遊び教室などを通し、「浄光寺を人が集
まる、楽しい場所にする」という目的へと大
きく前進した林。そんな彼がスラックライン
と出会ったのは2013年の夏だった。遊びに
行ったスキー場に設置されたスラックライン
場を偶然発見し、友人と挑戦したものの全
く乗れなかった林。しかしその友人の一人
が見事に成功し、負けず嫌いの林に火がつ
いた。そこで彼が行った新しい施策は、なん
と浄光寺の敷地にスラックラインを張ること
だった。敷地にできたスラックラインで練習
を繰り返す中で、少しずつ成功できるように
なった林は近所の仲間を巻き込み「スラック
ライン」を楽しむように。時を忘れる面白さか
ら林は敷地にスラックライン用のビニールハウ
スを設置し、多くの人 と々その魅力を共有でき
る環境を作り上げた。
　楽しむことを目的に互いに教え合うルール
を作ってきた結果、1年目でスラックラインの
プロ選手がこの浄光寺で誕生し、さらに２年
目には世界選手権に出場する選手まで出て
きた。そしてその翌年には、なんと小布施在
住の少年が世界チャンピオンになってしまっ
たのだ。著書『楽しいだけで世界一!』で綴っ
たように、アスリートを育成するのではなく、
楽しく挑戦できたのがその理由だと林は当
時を振り返る。
「楽しむこととは、ズバリ自主性を持たせるこ
と。親や僧侶に教えられるよりも、子供本人
がその目標を達成したいかどうかが大事で、
楽しみながら挑戦したからこそチャンピオン
になれたんだと思います」
　子供達の世界を目標にする意思を尊重し
た林は、小布施にスラックラインのワールド
カップを招致することを決意。資金面などで
周囲から反対され、また実現に２年はかかる
と思われたこの計画だが、なんと林はわずか
10か月で実現することができた。全ては子
供達の挑戦したい思いを叶えるため。
「子供に頑張れと言ってるのに、大人が挑戦し
ないのはおかしい」と彼は自らの考えを語る。

書くことを楽しむ「筆遊び教室」で教える浄光寺・林副住職
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上／浄光寺境内に開所した
「おぶせさくら樹木葬浄苑」
下／「浄光寺を人が集まる、楽
しい場所にしたい」と話す浄
光寺・林副住職


